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全員協議会 会議録（要点筆記） 

     平成２６年１１月１１日（火） 

午後 １時３０分 開会 

午後 ３時００分 閉会 

場所 ： 全員協議会室 

  

 

〔報告案件〕 

１ パブリックコメントの実施について 

堀嵜敬雄企画部長：資料に基づき説明 

 新美保博議員：第２次半田市男女共同参画推進計画の主要課題の②子育て・介護へ

の支援というところに目標指標及び目標数値、放課後児童クラブの登録児童数

５５５人から７５０人平成３１年度目標値。単純に３１年度までに５５５を７

５０に増やすことが目標と言っていますが、それで良いのですか。 

堀嵜敬雄企画部長：記載してありますとおり、放課後児童クラブの登録児童数を５

５５人から平成３１年度には７５０人に増やすということを目標値として設定

しております。 

新美保博議員：この人数が増えることがどうかとか、減らすことがどうかというこ

との議論は違うところでやらざるを得ないと思いますが、少なくとも今からパ

ブリックコメントで出すのに、この目標はないと思う。ここに書いてある１か

ら３までのこと。なお且つ４まで増やしてなんとかしようという話は分かりま

す。結果として５５５が７５０になるかも知れない。それはしょうがないこと

だと思うけれど、あえてそこを目標にして増やしていくということをここに掲

げてパブリックコメントでどうですかと、公式にやるということの姿勢を問い

たい。目標指標、目標数値というのは、この間の決算でもやりました。事業評

価でもやりました。目標は何だと、それは数値としてどう達成したかで、これ

はここで付ける書く数字では、私はないと思いますが、それについて市長にお

伺いしたい。 

榊原純夫市長：確かにこの７５０人という表現がはたして半田市の目指している方

向性と合致するかどうか問題があると思いますので、パブリックコメントはと

りあえず出させていただきますが、いろいろなご意見を承りながら見直しもさ

せていただきたいと思いますのでご理解賜りますようお願いいたします。 

 松本如美議員：介護保険のところで少し、保険料の関係ですが、５千円を切るとい

う努力は評価したいと思いますし、５千円がひとつの境目で負担が急激に大き

くなっていくというイメージがあるものですから、それに昨今の経済状況をみ

た時に引き下げは大事なことだと思っています。ただ、来期の介護保険をみる

とサービスの重点化とかいろいろありまして、安かろう悪かろうでは困ります

ので、そこだけは留意していきたいと思っておりますので、お願いしておきま

す。元々厚労省は、一般会計からの投入は駄目だと再三いろいろ要求の中でや

ってきています。今回、世論も国民の運動もあったと思いますが、投入せざる

を得ないという状況は当然だと思いますし、ひとつの運動の成果だと思ってい
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ますけれど、要は国が今まで一般会計からの投入はしないという発想が自ら崩

れたわけですが、少なからず国が低所得者層という層にしても可能にさせたわ

けですが、それの受け止め方ですが、策定していく時に一般会計からの投入が、

分かりませんけれど交付金で回ってくるのでしょうけれど、どういう回り方し

ようが、介護保険の単独の会計の中で動くわけでは無くなったという意味合い

からすると、ひとつの転機だと思っていますが、それの受け止め方を聞いてお

きたいと思います。 

 笠井厚伸福祉部長：公費投入の考え方でありますけれど、まずは私どもとしまして

は、この介護保険制度を維持し続けることが必要であることが第一にあると思

っております。今、この介護保険制度が途切れてはいけないと考えております

ので、そういった中で維持をさせるためには、ある程度の負担をお願いせざる

を得ない状況はご理解いただけていると思います。そういった中で低所得者に

対する負担感の増大というのは当然ありますので、そういったことから公費を

投入して低所得者に対する支援をしていこうという考えが今回の公費導入の考

え方のベースになっているものと考えております。そういった考え方は、私ど

もとしても理解できるところでありますので、今回、第６期の介護保険事業計

画を策定する中では、そのような考え方を導入し、少しでも負担感が減るよう

に特に低所得者層に対しては、介護保険料の引き下げを手厚くするということ

で今回策定をしたものであります。 

 松本如美議員：いろいろと料を決めたうえでこの数字になっているということです

けれど、料の決め方もあります、これは今後の議論だと思いますけれど、全体

的に介護保険制度が後退していると私は思っているものですから、後退した中

の料の中での金額だとすると最初言ったように安かろう悪かろうとならないよ

うに、これは今後更に検討していただきたいと思っていますので、要望も兼ね

て以上で終わります。 

 中川健一議員：今の障がい者保健福祉計画の概要だとか、男女共同のことも同じな

んですが、総合計画と具体的にどこが考え方が変わったのか、とういう説明を

いただきたい。これはこの場ですぐ出るわけではないと思いますので、総合計

画とはここが変わったと、目標値については、ここが変わったという説明を文

書でいただきたいと思います。 

 堀嵜敬雄企画部長：総合計画では、ここまで細かい定義というものをしておりませ

んので、総合計画との比較という意味では、どういう資料をお出ししてよいか

ですが、例えば、私が説明しました第２次半田市男女共同参画推進計画では、

既にある計画の中間地点としての見直しですので、今の計画との差というのは、

先ほどご説明したように、二重線で示してあります。総合計画とこの計画とを

そういう見やすい形で比較するというのは、少し中身の粗いという言い方が適

切かどうかわかりませんが、大雑把な総合計画と個別計画であるこの計画との

差というのは、資料として提出するのは、なかなか難しいかなと思っています。 

 中川健一議員：総合計画と全く変わってなければ、踏襲していますということで私

は良いと思いますが、今後、総合計画が来年見直しがされると思いますが、見

直しをされる総合計画とこのそれぞれの計画の位置づけが具体的にどうなるの
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かなと。例えば、今回見直しをしたのがベースで総合計画が変わっていくとい

うことになるのか、総合計画は全庁的な見地でやっぱり福祉は充実させようと

いうことで増額になって福祉全般が見直しということになるのか、或いは逆に

縮小になるのか。現状踏襲となるのか。その辺りの位置づけがよく分からない

ので、総合計画とこの計画の位置づけの説明があるとありがたいなと思います。 

 堀嵜敬雄企画部長：法の位置づけもそうなんですが、総合計画は我々にとって最上

位の計画です。今回のこれを例にとって例えていうのであれば、総合計画の中

では、半田市は男女共同参画を推進していきますという大きな方向性を掲げて

おります。それに対して、次に説明する３か年実施計画も同じですが、その下

位計画として具体的な計画があるというのが、私どもの計画の位置づけなので、

繰り返しになりますけれど、総合計画とこの計画と単純に比較するというのは

少し難しい。 

 中川健一議員：今回の細かい計画というのは、５年、６年前に作った総合計画の枠

内のことを前回３年前と比較して微調整をしたとそういう考えで全般的によろ

しいでしょうか。特に総合計画から変わったものは無いという理解でよろしい

でしょうか。 

 榊原純夫市長：企画部長が答弁をしておりますが、総合計画は基本的な部分、柱で

あります。個々具体的なものが実施計画であったり、その後に下に位置する各

種計画になってまいります。ご指摘の点、こういったことも踏まえながら中間

見直ししてまいりますが、必ずしもこれのみにとらわれるものではなくて、全

体的にいろんなご意見を受けながら見直しをする必要はありますが、パブリッ

クコメントをいただいたものについても、当然踏まえて見直しをしてまいりま

すので、そういったものの中で見直しがされるという理解をしていただきたい

と思います。 

 

２ ３か年実施計画について 

 堀嵜敬雄企画部長：資料に基づき説明 

 新美保博座長：１９ページの一番上ですが、幼稚園遊戯室空調機設置事業。２９年

度５４０万円と計上されていますが、この理由、２７、２８は無くて、何故２

９年度にしたのか、この理由を教えてください。 

 小坂和正教育部長：遊戯室の設置事業は、３か年上の新規事業でありまして、基本

的に３か年の計上の仕方は、３年目から始まるというルールにのっとって計上

をしているものです。ですので２９、３０、３１年度という予定で実施をする

計画でございます。ただ、前回の定例会で幼稚園、学校施設の空調設備につい

ては、答弁しましたとおり、別に計画を作成中ではあります。この段階でどう

かということもありますけれど、そちらの計画の中に入っていく可能性も現在

残されている状況です。 

    【発言する者あり】 

   まず、この遊戯室の空調の設置につきましては、現在、遊戯室に空調の無い幼

稚園が３園あります。乙川幼稚園、花園幼稚園、半田幼稚園の３園。３か年実

施計画に予算を計上していく市役所のルールとしましては、２６年に計上する
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計画は、その最終年度、２９年度に頭出しをするという原則的にそういうルー

ルで３か年実施計画は策定しております。ですから、この遊戯室については、

２９年度に乙川幼稚園。花園幼稚園、半田幼稚園は３０年度、３１年度という

計画で進める予定をしております。 

 新美保博議員：遊戯室に空調がついてなくても命に係わることはないと思う。だけ

れど、せっかく環境を良くしようと思って、他の所はしました。後、３つしか

ないというなら、何故２７年度じゃないのか。あくまでも原則でしょ。ずっと

それを守ってきたかというと守ってない。何故この５４０万円のお金を２７年

度に挙げて、３園を２７、２８、２９でやって全部このことは終わらせるとい

うことが何故できないのか。それが他の所でも出てくる。岩滑ののり面の南。

これだって崩れなければほっておけばいい。だから２９年度でいいのかも知れ

ない。けれど、もし何かあってのり面が崩壊したら２９年度を待っていられな

い。それは天災ではない、分かっていて直さないのだから、本当に命に係わる

ことを第一優先とするなら、例えば、プロモーション何とか２００万円、それ

を後にしてでも優先的にやることが大事じゃないか。今まで３か年は、ずっと

それでやるから絶対に守りますと守ってきたならしょうがないと思うけれど、

守ってないことのが多かったのだから、ルールを敗れとは言わないけれど、そ

ういうことの方が大事じゃないのか。だから、市長たちの気持ちが分からない。 

 榊原純夫市長：ご指摘の点、もっともでございますので、今後の具体的な予算の計

上の時にご指摘の点踏まえて前倒ししていけるように努力してまいりたいと考

えます。 

 新美保博議員：予算でやったら、ガチンコ勝負になってしまう。そのことで予算の

否決なんて議会は出来ない。庁舎の話でも、亀崎幼稚園の話でもそう、予算と

して上がってくる前に話をする機会を設けてもらえるのかどうか。そうでなけ

れば、新年度予算でこれはどうですかと、それは駄目だとバツにはできないで

しょ。その機会を市長作ってもらえるのか。 

 榊原純夫市長：その点ちょっと難しいのかも知れませんが、ご指摘の点もっともだ

と思いますので、具体的な予算の時に努力をさせていただくということで、原

則は原則でありますから、確かに今回こういったやり方が全体を見て全く良い

のかという点では、ご指摘の点もっともだと思いますので、更に予算の時に見

直しさせていただいて、前倒しをさせていただくという情報は提供させていた

だきたいと思います。そういった面でのご相談はさせていただきます。 

 中村宗雄議員：１点教えていただきたいことがあります。今回天井の大規模改修と

いうものが沢山盛り込まれているようで、その中でいろんな所があるのはそう

だろうと思います。その中で建築基準法の改正によってということで、ニコパ

ルというのは、ついこの間出来たばかりのような施設ですが、この建築基準法

の改正というのは、エスカレーターの脱落防止と天井が落ちないように考慮し

ろということで、平成２５年４月に閣議決定されていると思いますが、それほ

ど古い話でもないような話ですが、同時期に建った建物は愛知県内であると思

いますが、これも全国一緒のように天井の改修が必要なのか、たまたまこの案

件だけが、設計が不十分だったり、施工が不十分だったりして、ニコパルだけ
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が引っかかってきたものなのか、その違いをご説明願えないでしょうか。 

 小坂和正教育部長：建築基準法の改正によりまして、広さが２００㎡、高さが６ｍ

以上の建物については、新しい基準に合わなくなってきているということで、

ニコパルは、古い法に基づいて建設されていますので、法違反ということはあ

りませんが、公共施設としてそういう状態を放置するよりは、改築した方がよ

いということで今回計画に出しました。ニコパルは２５年４月に開館していま

す。建築基準法のパブリックコメント、対策の試案が出されたのが建築中の２

４年で、その改正を見越してある程度設計して建設をしていますが、結果、よ

り厳しい改正となりまして、実際の物と法を比べると少し改修が必要というこ

とで、今回上げさせていただきました。 

 中村宗雄議員：ということは、ニコパルだけではなくて、日本全国にある建物で平

成２５年７月より前に建った物は、軒並みその建設基準に合わないものは全部

回収の対象になっているという考えでよいですか。それとも、先ほど言われた

見込みが甘くてそうなってしまったのか、その違いだけ教えてください。 

 小坂和正教育部長：建築基準法上は、既存の建物は法的に改築しろという命令が出

るものではないということです。ただ、新しい基準に合わせるとニコパルはそ

れに合致していないというところですので、市として改修を行うものです。同

じ頃に作って建築基準法に合ってない物は、現在の基準に合わせると改築の必

要があるという施設になりますが、法的には強制ではないということです。 

 中村宗雄議員：私が聞いているのは、先ほど新美議員が言われたみたいに、８００

万円とかそういうお金がなかなか出せないと困っている中で、ついこの間建っ

た建物に更に４，０００万円もかけるとなると普通の方は何故だろうと思うと

思います。それぐらいのことは、情報収集の中で対応できただろうとか、いろ

んなことを思うと思いますが、日本全国全部そうだと言われれば、仕方ないと

思いますが、今の話を聞いているとやってもやらなくてもいいけれど、とりあ

えずやっておくかという話に聞こえますし、他所はどうしているかという話と

半田市が特段踏み込んでやっているものなのか、ニコパルが特段不出来だった

のか、その位置関係が知りたいだけです。 

 小坂和正教育部長：今回の整備として小中学校につきましても２００㎡と６ｍとい

う基準をもって改修をいたします。その他の半田市内にある公共施設のうち、

２００㎡、６ｍという基準をもって、そこで現在の建築基準法に合っていない

という施設はすべて改修するという半田市の方針で今回は３か年の実施計画に

計上させていただきました。 

榊原純夫市長：この件、私も何故だという質問しましたが、中村議員のおっしゃる

のももっともだと思いますし、一度情報不足であったのか、或いは同じ頃、同

じ規模の作られた物が同様の状況になっているのか、一度検証をしてみてご報

告させていただきます。 

新美保博議員：公共白書、あれは財政から貰いました。でも修繕計画はもらってい

ないような気がする。２９年度にニコパルやる、それから中学校もとか修繕計

画を小中、それから公共施設に分けて年度に分けて、いつ頃あれやるこれやる

という一覧表を出して欲しい。３か年を作るということは、それが出来ている
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から、わざわざ２９年にもってきているということだから、それを提出して欲

しい。それから皆さんそれぞれあると思うけれど、横川小学校の体育館が雨漏

りするのは、もう５年かかりで言っているのに直らない。何年に直してもらえ

るのか。それぞれ皆さん小学校、中学校思いはあると思うので、あるなら出し

て、無いなら作っていただいてお願いします。 

堀嵜敬雄企画部長：修繕計画ではありませんが、議会の方で山田清一議員からご指

摘をいただいております、その白書に基づく再配置を含めた更新計画というも

のを企画の方で策定をしております。その更新計画の中には、少し今の修繕と

いう部分がどこまで加味できるかというのは、細かいところまでの修繕は反映

できないと思いますが、その更新計画につきましては、今作っておりますので、

出来ましたら議会へご報告させていただきます。 

 新美保博議員：じゃあ何故３か年に載ってきたのか、載せることが出来たのか。天

井の雨漏りを修繕します。遊戯室のエアコンつけます。いろんなことが書いて

ある。自分の思いで載せたの、そうじゃないでしょう。それを企画が言うこと

がよくわからない。企画が集約しているわけなのか。簡単な話で、公共施設を

所管しているとこはどこなのか。教育部は持っていないのか、福祉部は建物を

持っていないのか。持っているところが作ってくれればいい。いつ頃提出でき

るのか。 

 小坂和正教育部長：教育部の所管する公共施設につきましては、当然、３か年の実

施計画の前にいろんな修繕が必要な所を洗い出して、それに優先度の高い物か

ら３か年に計上していくというものです。ご指摘のあるように、まだまだ修繕

が必要な個所はたくさんございますので、そういうものもトータルでどれだけ

の修繕が必要かということは把握しながら計画をしています。ただ、施設全体

の更新だとかそういう計画は企画の方で取りまとめているということですので、

３か年実施計画を作るための修繕計画というものは、ある程度もってここに載

せています。 

 榊原純夫市長：基本的にそれぞれの部が所管している施設の一覧表は作ってありま

すが、そういったものは全体の予算の関係がありますので、この部分は少し遅

らせて３か年に計上するだとか、そういうことで３か年の予算計上などさせて

いただいていますので、それがそのまま今後具体的にやれるかどうかは別の問

題になってまいりますが、それぞれの部として基本的な考え方は持っています

が、それが具体的な実施計画になるかは別の問題になりますので、それはご理

解いただきたいと思います。 

 新美保博議員：それでいいです。例えば、２７年度から３２年度の間にこれをやり

ます。３項目あれば３項目修繕しますという計画を持っていればいい。例えば

２７年来年やりました。それで余ったとは言わないけれど、ちょっと前倒しす

るお金があるから、２９だったものを２８にするとかそれは有り。それが何が

あるか分かっていなければ、話にもならない。冗談のように言ったけれど、横

川小学校の雨漏りはもう５年間かかりでもまだ直らない。雨が降ったら何日も

使えなくなる。雨がいつ降るかそんなの分かるわけない。例えば２９年に半田

小学校をやるとしたら、３０年に横川小が枠として入っていると、だけどこれ
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が３２年になるかも知れない、３５年になるかも知れない。だけど入っている

と、承知をしていますという話があればいい。それくらいのものは出せるでし

ょ。また、そういうものが無かったら３か年に上げられないじゃないのか。だ

から出せますかと言っている。 

 榊原純夫市長：各部で持っておりますので、取りまとめをして提出させていただき

ます。 

 石川英之議員：小学校の体育館の天井はわかりました。中学校の柔剣道場もわかり

ました。中学校の体育館はどこかに載っていますか。中学校の体育館はその基

準に入ってないのでしょうか。 

 小坂和正教育部長：中学校の体育館は、天井が無い構造になっていまして、吊り天

井が無く落ちてくる危険性が無いものですので、今回の計画からは除かれてい

ます。 

 

３ 城ノ上住宅及び上池東住宅の除却（廃止）について 

 笠原健次建設部長：資料に基づき説明 

 山田清一議員：城ノ上住宅と上池東住宅の廃止につきましては、議会等でも議論が

過去にありましたので、どこかのタイミングではこういう状況になると認識は

しておりました。しかしながら、どういう方がお住まいになられているかとい

う具体的な所まで分かりませんが、認識している限りご高齢の方が多いという

ことと、１人暮らしの方が非常に多いということを認識しておりますけれど、

そうした時に他の市営住宅の空き家と言っても１人暮らし用も若干はあります

が、そこはまず空かないということがありますから、ここで言う既存の市営住

宅の空き家に１人暮らしの方が入れるのかどうか、何かそうした特例があるの

かどうかという点ともう１点、家賃が非常に安いということで、他に移りたく

ても移れないということを何年も前に話を伺ったことがあります。そうしたこ

とを考えますと、民間住宅であれば更にまた高いわけですから、考えられるこ

とは生活保護水準以下の方がご自分で頑張ってここで住まわれているという方

も何人かいらっしゃるのかなと思います。そうしたことを踏まえて何か市の方

で考えられていることがあるのか確認がしたいです。 

 笠原健次建設部長：まず、移転先の候補地といたしましては、長根西住宅をメイン

で考えております。あと、家賃につきましては、当然、今上池東住宅、城ノ上

住宅はかなり安いものですから、他の市営住宅で移転していただいた場合に若

干家賃は上がります。ただし、６年間かけてその家賃にしていくというか、初

年度は６分の５補助、次年度は６分の４補助という形で６年間でその正規の家

賃に変えていくといった対策を考えています。今回、特に上池東住宅は１人世

帯の方が多いのですが、長根西住宅を考えています。 

 山田清一議員：入居者説明会があって、その後どういう対応を具体的に進めていく

のかということを教えていただきたい。 

 笠原健次建設部長：説明会をしまして、個々にお考えをお聞きする中でその人それ

ぞれで、この機会に市営住宅ではなくて民間に移られる方もみえますし、それ

ぞれ違いますので、個々に移行調査をしたうえで、個々に対応していきたいと



- 8 - 

 

考えています。 

 松本如美議員：まず確認ですが、８０戸常時空き家という意味合いは、募集を停止

したものだから、空いているという意味で受け止めていいのかどうか。この文

章だけみていると、入居募集しても無いと受け止められます。募集停止をして

いるから、必然的に８０戸程度空いているという認識を持っているのですが、

お尋ねします。本題ですが、前も一回議会で質問をして、低廉な住宅が必要な

んだという話をした覚えがありますし、その時はあまり良い回答ではありませ

んでしたが、今の社会状況を見た時に経済情勢はどんどんしぼんでいく、社会

保障はどんどん落ちていくという中で、高齢者社会も進んでいくという中で、

低廉な住宅が求められている。前もそう言って、上池東や城ノ上住宅の改修を

して入居者をきちっと確保すべきだと。劣化、老朽化が著しいと書いてあるけ

れども、人が住まないと老朽化するのは当たり前の話だし、そのことはある意

味では、市の財産を放置した結果として老朽化が進み、入居ストップという状

況を起こさせたと思っていますけれど、この廃止を決めた、議論を始めたのは

いつか。前回の議会の時、募集をストップするという議論はありました。廃止

というように舵をきったのはいつからなのか。それからそれを決定したのはい

つなのか。文書があれば是非文書としてください。もうひとつは介護保険の運

営協議会に出た時に、個別施策のところで、基本方針のところに住まい方の検

討というところがあります。この中に低廉な住まいの確保策などの検討とあっ

て、低所得者、高齢者などが入居できる低廉な住まいの場の確保やとあるわけ

です。これはどういうことを言っているかよく分かりませんけれども、少なく

とも入居者にとっては、二つとも平屋です、その生活環境をみた時に長根西の

１階に希望者が全部入れる状況にあるのかどうか分かりませんけれど、そうい

う生活スタイルの方が２階、３階に上がっていって高齢者の方が住められるの

かどうかを含めて、ここにあるように介護保険の高齢者福祉計画をみた時に低

廉な住宅の確保が必要だと言っている以上は、建設部と連携を。福祉の方がど

ういう立場で言っているかわかりませんけれど、そういう連携の中であそこの

住宅を本来はもっと早く整備をして本当に安い低所得者の皆さんの状況を確保

した方がいいと、補助していくのは分からないではないですけれど、結局６年

後には家賃が上がるということですから、そういうことを承知してくださいと

反対に求めるわけでしょ。基本的に一定の水準の住宅が欲しい方もあれば、生

活水準やいろんな関係からいって小さな住宅で住みたいということもあるかも

知れませんので、そういうことの検討が本来必要ではないかと思いますが、お

尋ねします。 

 笠原健次建設部長：空き家の数ですが、募集停止した市営住宅を除いて毎年８０程

度は空き家があるという状況です。あと、いつ決定したかということで、今、

手元に文書が無いものですから申し上げられませんけれども、決裁をとりまし

て最終決定をしております。日にちは申し上げられませんが、先週の火曜日、

１１月４日に幹部会に報告しておりますので、その前に決定をしております。

今の上池や城ノ上の住宅ですが、当然、老朽化をしているのですが、やはり耐

震的にも問題がありますので、これを改修といってもなかなか難しい状況です
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ので、あえてそれを建替えるということになりますとかなり家賃が上がってし

まうということで、今の状態の市営住宅のままでは残せないと考えております。 

 笠井厚伸福祉部長：今、ご指摘をいただきました高齢者保健福祉計画の中にも、個

別施策の住まい、住まい方の検討というところで、項目としては、低廉な住ま

いの確保策の検討というものが謳われております。この中では、今回策定をし

ておりますこの計画の中で、低所得の高齢者などが入居できる低廉な住まいの

場の確保や必要な取り組みを協議する場を設置すると規定しておりますので、

今回定めました計画期間中に今後どうしていくのか我々としても低廉な住まい

の提供は必要なものであると課題として捉えていますので、具体的にどうして

いくのかは、この計画の中で検討したいと思っております。なお、今回廃止を

します上池東住宅と城ノ上住宅についてでありますが、ご指摘のとおり高齢者

の方、単身の方、或いは生活保護の方、障がい者の方もお住まいになっており

ますので、個別にこの方はどういう対応が出来るのか建築課と調整させていた

だいております。課題としては、特に足の悪い方につきましては、高層階への

入居は非常に難しいであるとか、或いは障がいをお持ちの方、近隣の住民の方

とトラブルを起こさないかそういったこともありますので、そういったことを

個別に調整させていただいて、出来る限り暮らしやすいように、新しい場所へ

入居出来るように私どもとしても出来る限りのサポートをしていきたいという

考えであります。 

 松本如美議員：本来は、時間は戻れないものですから、もっと早くから耐震が問題

だというものの手を加えていれば安くやれたんじゃないかなと私は思っていま

す。山田議員が言われたように私もよく聞きます。あそこは本当に良いと。土

地と繋がっていて生活をする時に土とふれあえる、平面で繋がっているから、

そういうことをたくさん聞きますので、それで議会でも質問したのですが、い

ずれにしろ一応廃止ということで、文字として残っているものがあれば、会議

録、或いは決定した時の文章等々があればいただきたいと思いますのでよろし

くお願いします。 

 

４ 半田市野外活動センターの廃止について 

 小坂和正教育部長：資料に基づき説明 

 中川健一議員：私はすぐ来年から廃止したらいいのかなと、廃止をしてその後、土

地の賃貸借契約の経費だけ払えばいいのかなと思いますが、何故３年後にする

のか。土地の賃貸借契約以外の理由があったら教えてください。 

 小坂和正教育部長：利用者数のところにもありますように、現在も年間約１，６０

０人の利用者があります。利用者に廃止の周知をする期間、ある程度周知期間

が必要と考えていまして、土地の賃貸借契約が終了するタイミングを考えて平

成３０年３月３１日とさせていただいております。 

 

〔その他〕 

・ ゆるキャラグランプリ２０１４の結果報告について 

 榊原康仁市民経済部長：私の方から、ゆるキャラグランプリ２０１４の結果報告と
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投票のお礼を申し上げます。議員の皆さまにおかれましては、９月２日から１

０月２０日までの長期間に渡るインターネット投票、更には、１１月１日から

３日までの現地セントレアでの決選投票にご協力をいただき、誠にありがとう

ございました。結果は全国１，６９９体中、第１８位。ご当地部門では、第１

７位でした。愛知、岐阜、三重の東海３県２００体中では、第１位。投票総数

は、２２４万２，３１６票でありました。ちなみに全国第１位は、群馬県の「ぐ

んまちゃん」で投票総数は、１００万２，５０５票であります。皆さまのご協

力のおかげで、東海３県１位になることができ、１０月２４日の東海テレビの

キャラ天、３１日のＣＢＣテレビのイッポウへの出演、更にセントレアでの決

選投票期間中は、ほとんどすべてのテレビ局へ出演するなど「だし丸くん」を

通じて半田市をＰＲすることができました。長期間に渡る「だし丸くん」への

投票、誠にありがとうございました。 

 

・ 知多南部総合卸売市場の朝市について 

 榊原康仁市民経済部長：知多南部総合卸売市場の朝市についてお知らせをいたしま

す。先日の１１月５日水曜日に案内チラシを配布させていただいておりますが、

１１月１６日、日曜日午前８時から１１時まで３時間、知多南部総合卸売市場

では、初めての一般開放となります「わくわく新鮮市場の朝市」を開催いたし

ます。当日は半田市を始め近隣市町から２２店舗が出店されます。議員の皆さ

まにおかれましては、市場ならではの新鮮でお値打ちな食材などを買い求めて

いただければと思っております。なお、１４日金曜日の中日新聞の朝刊に折り

込みチラシが入りますのでご覧ください。 

 


